
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中東情勢不安に関する事業者ヒアリング調査結果 

 

 

 

 

 

１  調査期間   令和８年４月１日～４月１２日 

 

２  調査対象   長野県内中小企業者 

 

３  対象地域   長野県内６９商工会設置地域全域 

 

４  調査手法   経営指導員による対面ヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
Q1 に対して、具体的な現場の生の声を教えてください 

【Q1 に対して、具体的な現場の生の声を教えてください】41 件の回答 

① 原材料・資材の不足／入荷遅延 

 材料が入ってこない、入荷未定  

 シンナー・塗料・樹脂・金属などの供給不足  

 出荷制限・受注停止  

 納期遅延、生産停止  

② 原材料・資材価格の高騰 

 金属・樹脂・建材・食材の価格上昇  

 原油高による材料費増  

 50～75％の値上げなど急騰事例あり  

③ 燃料・エネルギーコスト増 

 ガソリン・軽油・灯油の高騰  

 機械油・電気代の増加  

 冷蔵・輸送コストへの波及  

 



④ 物流・運送コスト増 

 輸送費・運搬費の上昇  

 車両使用コスト増  

⑤ 生産・事業への直接影響 

 生産できない／工期遅延  

 仕事減少・受注減懸念  

 利益圧迫  

⑥ 価格変動・不確実性への不安 

 急激な価格変動に振り回される  

 情報不足による不安  

 将来見通しが立たない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【更問に対しての理由を教えてください】 

① 価格転嫁が困難 

 全ての商品に転嫁できない  

 顧客理解が得られない  

 取引先により対応差あり  

② 利益圧迫・自社吸収 

 値上げできず内部吸収  

 利益確保が困難  

③ 転嫁への不安 

 値上げによる受注減懸念  

 どこまで上げてよいか不明  

 

④ 制度・契約上の制約 

 既存見積は変更不可  

 公共事業単価との乖離  

 長期契約の影響  

 

 



 

⑤ 事務負担・運用負担 

 頻繁な価格改定による負担増  

 

【更問に対しての具体的な現場の生の声を教えてください】 

① 価格転嫁の必要性（やむを得ず実施） 

 エネルギーコスト上昇により価格へ反映せざるを得ない  

 卸値上昇分は転嫁している  

 一部は既に価格転嫁されている（仕入段階含む）  

 今後価格へ影響が出る見込み 

② 価格転嫁が困難（最も多い意見） 

 全ての商品に転嫁できないため自社吸収  

 販売価格を上げにくい  

 取引先によって転嫁が難しい  

 消耗品などは顧客理解が得にくい  

 大幅な値上げができない  

③ 利益圧迫・内部吸収 

 コスト増を自社で吸収している  

 限界に近づいており今後は転嫁が必要  

 仕事にならないケースも発生  

④ 値上げに対する不安・慎重姿勢 

 値上げによる受注減少が不安  

 頻繁な値上げに抵抗  

 顧客への説明に苦慮  

 どこまで上げてよいか判断できない  

 顧客がどこまで受け入れるか不透明  

⑤ 契約・制度上の制約 

 既存見積や契約は価格変更できない  

 公共事業で単価見直しが追いつかない  

 世界情勢による変動でも受注価格を変えられない  

 本社主導で交渉しており現場裁量が小さい  

⑥ 業務・運用上の課題 

 頻繁な価格改定による事務負担増  

 数量計算・原価管理が困難  

 在庫調整が追いつかない  

 現場が動かない・受注停止などの影響  

⑦ その他個別要因 

 他業種要因で価格転嫁と無関係なケース  

 宿泊業など一部は価格据え置き対応  

 原材料供給停止（例：切削油）  

 



 

【Q2 に対して、具体的な現場の生の声を教えてください】 

① 仕入価格の継続的上昇 

 毎月の値上げ  

 複数回の価格改定見込み  

② 納期遅延・入荷不安定 

 入荷日未定  

 安定供給されない  

③ 入手困難・供給停止 

 オイル・薬品などの供給停止  

 原材料入手不可  

④ 受注・販売への影響 

 利益率低下で受注選別  

 受注減の懸念  

 海外需要の減少懸念  

 

 

 

 



 

 

【Q3 に対して、具体的な現場の生の声を教えてください】 

① 間接的な海外依存リスク 

 海外原材料依存による影響  

 輸入品不足  

② 市場・為替不安 

 為替変動  

 

【Q4 に対して、具体的な現場の生の声を教えてください】 

① 在庫戦略の強化 

 在庫積み増し  

 買いだめ  

 3～6 ヶ月確保  

② 仕入・取引の見直し 

 安価な取引先への変更  

 仕入先変更  

③ 経営の慎重化 

 投資・判断の先送り  

 状況見極め  

④ 生産・仕様の調整 

 仕様変更  

 生産調整  

⑤ その他 

 賃上げ対応  

 静観  

 



 

【Q5 に対して、具体的な生の声を教えてください】 

① 迅速な政策対応 

 早期支援を希望  

 スピード重視  

② 補助金・助成金の課題 

 使いづらい（条件が厳しい）  

 対象外企業の存在  

 手続き簡素化要望  

③ 資金支援ニーズ 

 低利・柔軟な融資希望  

 ただし借入には慎重  

④ コスト負担軽減 

 ガソリン補助継続  

 負担軽減要望  

⑤ 経営継続支援 

 「事業継続できる支援」が最重要 

 


